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表 記 法一 外・来 語
武 部 良 明
1総 説
外 来語 の表記 には原則 としてかたかなを用いるが,そ の用 い方には,今
の ところ,内 閣告示 のよ うな規範 がない。 そのため,同 じ語 で も2様 に表
記 されているのが 目につ く。
ジ ェスチ ャー ゼスチュア,べ 一ル ヴェール,ソ フ ァー ソフ ァ
しか し,た とえばテ レビの字幕 を見 ると,NHKはNHKと して統 一 さ
れてい る。 「ジ ェスチ ャー」 とい う番組 の宇幕 が 「ゼスチ ュア」 でないの
は,NH]く として 「ジ ェスチ ャー」 に決 めて いるか らである。これ に対 し,
新 聞社が集 まって作 っている新聞協会では,新 聞の表記について 「ゼ スチ
ュァ」 と決めている。 したが って,新 聞がNHKと 異な る表記 をとって
いて も,そ こにはそれ な りの統一 が見 られるのである。 また,国 語審議会
もすでに昭和29年 に 「外来語の表記」 とい うの をま とめている。 この ほ
うは,い ろい ろの事情か ら 「建議」 とな らず 「報 告」 にと どま ったため,
内閣告示 ともな らず現 在に及 んでい る。 それで も教科書や辞書の表記 とし
ては広 く用い られているのであ り,こ れに よれば 「ゼスチ ュア」 である。
ただ し,い ろいろの語 について対比 してみ ると,新 聞協会が国語審議 会
の報告 をそのまま用いているわけではない。た とえば,「べ一ル」と 「ヴェ
ール」について見る と,国 語審議会は 「ヴェール」であ るが,新 聞協会 は
「べ一ル」 であ り,NHKも 「べ一ル」目であ る。「ソフ ァー」 と 「ソファ」
について見 ると,国 語 審議 会 とNHKが 「ソフ ァー」で,新 聞協会が 「ソ
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フ ァ」である。 すなわち,こ の3者 を対比 した だけで も,そ れ ぞれ に独 自
の行 き方 をした部分が見 られ るのである。 その上,実 際 には も う一つ固有
名詞についての独特の表 記が加わ るわ けである。す なわ ち,外 国の地 名人
名には,一 般の外来 語 と異なる規範が あ り,今 のところ最 も強力 なのが文
部省 「社会科手 び き書,地 名の呼 び方 と書 き方」〔昭33〉の中の 「一般外 国
の地名」である。「ハ イウエー」と 「ノル ウェー」を対比 した とき,前 者が
「ウエー」 で後者 が 「ウェー`と な ってい るのは,'要す るに,適 用 され る
原則が異な ってい るか らである。
しか し,こ の ように個 々の語 の表記 に異 同が見 られ るに して も,広 く外
来語の表記 に現 代かなづ かい とは別 のか なづか いが ある ことは否定 で きな
い。また,外 来語 の表記 において,現 代か なづかいで扱わない特殊 な音 の
表記が問題 になる ことも事実で ある、そ こで,外 来語 の表記 につ いて,か
なづかい,特 殊 音の書 き方,発 音 と表記 の関係,発 音の 日本語化,な どを
中心に,そ の実 情をま とめたのが以下 の解説 である。
なお,原 則や実例 は主 として次の4種 類か ら取る ことに し,そ れ ぞ れ
()の 中の記号 をもって示す こ とにす る。
国語 審議 会報 告 「外来語の表記」一,_(K)
新 聞協 会 「外来語 σ)書き方」(S)
日本放送 協会 「外来語の カナ表記」__(N)
文部 省 『地 名の呼び方 と書 き方」_……(C)
た だし,全 般 に共通す るものについては,と くに()を もって示す ことを
しない。
IIカ 、な づ カ、い
まず,、外来語 を書 ぐときのか なづかい について,現 代 かなづか い との異
同 か ら 取 り上 げることにす る。 その第1は 用いるかなの種類で あるが,
「ヰ ・ヱ ・ヲ」 だけでな く』 「ヂ ・ヅ」 も全 く用 いないのが最近の行 き方で
あ る。
スタジオ ズ ロース アジス アベバ カ トマ ンズ
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したが って,使 用す るか なの種類は,こ の面 で現代 かなづかいの揚含 よ り
少 ない。 しか し,他 方,現 代かなづかいで用 いない 「ヴ」があ 凱 小文字
として 「ヤ ・ユ ・ヨ」の ほかに[ア ・イ ・ウ ・エ ・オ」 がある。 したが っ
て,こ の面での組み合わせ を考える と,表 記 し分 け られ る音の種類 が著 し
く多いので ある。
その第2は,長 音の表示法の違いである。す なわち,母 音字 を続 けるか
わ りに長音符号 「一」を用い る。「エイ,オ ウJも 原則 として「エ ー,オ ー」
と書 く。
アーチ イ ース ト ウール メーデー ボール 例 外 ペイン ト
参考 メー ド 〔KS)メーイ ド(N),レー ン コー トIKS)レイ ンコー ト(N〉
ところで・長音 に関連 して学術用語集に 「英語語 尾の長音符`一 》は,用
い ても略 して も誤 りでない ことにす る」 とあ り,(K)に も 「これ を省 く慣
用 のあ るものは必ず しもつけな くてもよい」 とあ る。ま た,長 音一般 につ
い て(NC)に は 「は っき りした もの のほかは,な るべ く略す」 とあ る.
ハ ンマ ス リッパ ドア バ リ チ リ
参考 ソフ ァー(KN)ソ ファ(S),コー ンビrフ(K)コ ンビーフ(SN)
す なわ ち,外 来語の表記においては,ど うい う揚合に長音 として表記す る
か の点 も,「大体,現 代語音にも とづ く」現代かなづかい の場合 と著 しく異
なるのであ る。
この よ うな扱い方の相違は,は ねる音,つ まる音 について も見 られる。
はね る音は 「ム」 を使わず すべて 「ン」 にす る,つ まる音は小 さ く 「ッ」
を書 き添えて示す こと,現 代か律づかいの場合 と同 じで ある。
テ ンポ トランク コップ カ ッ ト ボス トン エ ッセ ン
しか し 「コ≧ ミュニケ,コ 上 ピー,ぺ ≧ ニン山脈7フ ィ リヱ ピン」 とは し
ないのであ る。(NC)には,と くに 「は っき りした もののほか は,な るべ
く略す」むねまで付記 されている。
コミュニケ コピー ペニ ン山脈 フィ リピン 例外 シャッター
参考 ア ッ トホ ーム(KN)ア トホ ーム(S〉,アップ リケ(K〉 アプ リケ
(SN),スパ ゲ ッテ ィ(N)ス パ ゲティ(S)
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これ らの点 もまた外来語 の表記 に見 られる著 しい特色であ る.・
最後 によ う音 であ るが,よ う音の場合 も 「ヤ ・ユ ・ヨ■ を書き添 えて示
す こと,現 代か なづかい の場合 と同 じであ る。
ジ ャズ シ ュー クリーム チ ョーク シ ャンパーニ ュ ニ ュー ヨーク
そ うして,よ う音の場合 は,と くに省略す るむねの注記はないが,実 例 に
つ いて見 る と,よ う音 に扱 うか どうかで問題 になる ものが あ る.そ れ は
「アル ミニ ウム,ラ ジウム」 などの元素名を 「ウム」 と書 く こ とに関連 し
て,次 のよ うな対比が見 られ るか らである。
サナ トリウム シ ンポ ジウムー ボ リューム バ キ ューム
そ の他 「シ ミーズ(S〉シュ ミーズ 〔N),スカ ッシ(K)ス カッシ ュ(SN),
ギ リシ ア(C)ギ リシ ャ(SN),ペルシア(C)ペ ル シャ(SN)」のよ うな差
異 も,よ う音か直音かの問題に関連 しているものである。
ところで,か なづかい とい うわけではないが,原 則 的なこ ととして,こ
こに 「くぎ り符号」に も触 れてお く。 とい うのは,外 来語 の単語4)くぎ り
に 「・」を用いる こ とが行なわれているか らである。 た とえば 「公文用語
の手び き」の 「くぎ り符号の用い方」 には,次 の よ うな用例が示 されてい
る。 〔この場合 には並列す る ときに句点を用 いる)
ダグ ラス ・マ ッカーサー ニュー ・デ ィールN・H・KD・D・T
これ らの うち,入 名の間に入れ る書 き方は広 く用い られている・ しか し・
値 については必ず しも統一 され ていない。
K_説 明な し(総会 では次の部会で検討す るむねの答弁があ った)。
S_原 則 としてつけない。 ただ し,読 み に くい ものは例外。
N_な るべ く省略する。 ただ し,あ ま りに長 くなる とき,く ぎらなけれ
はゴ意味がわ力乏り1こく くなる語はイ列タト。
C_な るべ く用 いないが,用 い る ときは 「≡」 を用いる(ニ ュー ヨー ク
ローデシア`ニアサ ラン ド)。
す なわち・ ここにもい ろい ろの違いが見 られるのであ る。ただ全体 の傾 向
と して言 えるこ とは,「・」 で くぎることが,以 前 よ りず っと少な くなって
いるとい うこ とである。 とくにローマ字をそのまま用いる揚合は,「NHK,
一26一
DDT」 の ように,問 に 「・」 を入れないのが最近の行 き方 である。
III特殊音の書き方(一)
次に,外 来語 の表 記で問題になる特殊音の書 き方 を取 り上 げるこ とにす
る・ この揚合の観 点は・原語 の発音 として聞き取 る音 を どの よ うに処理す
るか とい うこ とである。 た とえば,[V】の音 を 「ヴァヴィ ヴヴェ ヴォ」 と
書 くのは,原 譜 の発 音に近 いほ うの表記である。 これに対 して 「パ ビブベ
ボ」 と書 くのは・ 日本語 としてふつ うに用いる音 の ワクに当ては めたほ う
の表記である。 そ うして,実 際には,lvIについて両方の表記が行 なわれ
てい ること,最 初に 「ベ ール,ヴ ェール」で見た とお りである。 しか し,
団 音 を含む語全体について どちらのほ うが多 く用い られ てい るか とい う
と,バ 行のほ うが ヴァ行よ り多い ようであ る.そ の点 でlv]に つやては,
バ 行 を原則 としヴァ行を例 外 と考えて もよいのであ る.
このよ うに,日 本語 としてふつ うに用いる音 の ワクに 当てはめた ほ うが
多 く行なわれ ている特殊音には,次 のよ うな ものがあ る。
(1)[v]バビブベボ 〔バイオリン ビタ ミン ベテラン ボ リューム)
一 ヴァヴィヴヴェヴォ
C_バ ビブベボ だけ(サバナ ビク トリア ク リーブ ラン ド)
参考 ラ ンデブー(SN)ラ ンデ ヴー(K),ベ ール(SN)ヴ ェール(K)
(2)lvlu]ビュ(インタビュ)ヴ ュ
(3)[t]ld]トド(トラス ト ドラマ)ツ ズ(ツ リー ズ ック
ツー ヒ。`ス)一 トゥ ドゥ(トゥーア ウ ト)
(4)国U]チ ュ(スチ ュワーデス チ ューブ チ ュニス)一 テ ユ
(5〉[si][zilシジ(シーズ ン マ ガジ ン)
(6)[kwlカ クイ クエ コ(レモ ンス カッシ クイズ ス クエ ア
イコーノレ)ク ァクィクェクォ
(7)lgw司 グァ(グァテマ ラ ウル グアイ ニ カラグア)
(8)lw】ワ ウイ ウエ ウオ(ワイヤ ウイスキー ウエーブ
・ウオ ッチ)一 ワウィウェウォ
C_ワ ウィウェウォだけ(ウィー ン ス ウェーデ ン ミル ウォーキー)
注意 サン ドイ ッチ スイッチ セーター
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(9)[ie]イエ(イエロー イエス)
C…エ(エ ロース トン エ ルサ レム).例 外 イエ メン
以上 は,日 本語 としてふつ うに用い られ る音の ワクに 当てはめた書き方が
多 く用 い られ てい るほ うの特殊音で ある.
IV特 殊音の書き方(二)
これ に対 して,原 語 の発音 に近い ほ うの表記がふつ うに用い られてい る
もの もあ る。た とえぱ,[f]について見 ると,「フ ァフ ィフ干フォ」 と 「ハ
ヒヘホ」 と両方が行なわれ ている。そ うして前者が原音の発音に近いほ う
の表記 であ り,後 者が 日本語 としてふつ うに用い る音 のワ クに あてはめて
しま ったほ うの表 記であ る。 しか し,[flの場合は,前 記[vlの 揚合 とは
逆に,フ ァ行 のほ うが原則 で,ハ 行 のほ うが例外 とい う実情であ る。
この よ うに,原 語の発音に近いほ うが多 く用い られてい る 特殊音 には,
次の よ うな ものが ある。
(1)[f]ファフィフェフォ(ファイ ンプ レー フィー ト フェ ミニス ト)
ハ ヒヘホ(プラッ トホーム ホルマ リン)
C...ファフ ィフ ェフォだけ(カリフォルニア フ ィラデルフィア)
(2)[flu]フユ(フユーチ 辱ア)一 ヒユ(ヒユーズ)
〔3)[tiHdi]ティ デ ィ(ティー ビルデ ィング)チ ジ(チーム
ラジオ)
C_な るべ くチ ジ(チグ リス エジ ンバ ラ)
参考 アーテ ィス ト(K)ア ーチス ト(SN)
注意 アイデ ア アイスキ ャンデー
参考 ボデー(SN)ボ デ ィー(K〉,キ ャデー(KS)キ ャデ ィ(N).
(4)ldlulデュ(プロデューサ ー)一 ジュ(ジュース)
C_な るべ くジ ニ(ジュッセル ドルフ)
(5/[∫el[3elシェ ジェ(シ』一 ド ジェッ ト)一 セ ぜ(ぜリー)
C._シェ(シェフィール ド)な るべ くゼ(ロサ ンゼルス)
参考 シ ェパー ド(N)セ パ ー ド(KS),ジェネ レーシ ョン(N)
ゼネ レーシ ョン(KS)
(6〉[ks]クサ クシ クス クセ クソ(タクシ ー ボ クシング)
一 キサ キシ キス キセ キ ソ(エキス トラ テキス ト)
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参考 エ ックス線(N)エ キス線(KS)
(7)[tS】ッ ァッ ェツォ(シャンツェ ノレツ ェル ン)
(8)lt∫e1チェ(チェロ チ ニンジ ロチ ェスター チ ェ リャビンスク)
以上 は,原 語 の発音 に近い ほ うの表記が 多 く用い られ てい る 特 殊 音 で あ
る。
ところで,特 豫音の表記 を以上の ような観点か ら二つ に分 け た こ と に
つ い て,こ こ でお断わ りしておか なければ な らない こ とがあ る。それは
(KSNC)それぞれ につ いて見 ると,必ず しもここで ま とめた よ うな原則例
外 の関係 ではない とい うことである。た とえば,[flについて(K)に は次
のよ うに書かれてい る。
原音 にお けるファフィフェフ ォの音は,な るべ くハ ヒヘホ と書 く。 ただ
し,原 音 の意識がなお残 っている ものは,7ア アィフェフォと書いて も
よい。
この記述 をそのまま前記の部類分 けに入れ る と,[fiは[v]と同 じく前 の
ほ うの部類 にはい ることになる。 しか し,実 際には フ ァ行のほ うで書 かれ
てい ることが多いのであ る。 したが って,教 え る立場では,フ ァ行 を原則
と しハ行 を 例 外 としたほ うが好都合 なので ある。 前記 の部類分 けにおい
て,[fl[ξlu][tll[di】[dul[∫el[3e]などに関 し,あ えて(K〉 と原則例外
を逆 にしたのは このためである。
V発 音と表記
外来語 の表 記に必要 な特殊音の表記 につ いては,だ い たい以上の よ うな
ことを心 得ておけば十分で ある。そ うして,こ れ らを用いて,「原語の発音
として聞 き取 る音 を基準 とし」かたかな化すれ ばよいわ けで ある。
パ ウダー ボーイスカウ ト プラ ウダ サハ ラ オホ ーツク海
参 考 ジ ェスチ ャー(N)ゼ スチ ュァ(KS),レポー ト(S)リポー ト(N)
しか し,個 々の語 について見 ると,す ぺてが聞 き取 る音 を基準 としている
わけでは ない。す なわ ち,こ の点で二つの例外が見 られ るのであ る。
そ の第1は,原 語のつづ りを基準 とす る原則であ る。た とえば,(K)に
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お ける次の よ うな場 合がこれである。
語末の 一erつr-arには長音符 号 「一」 を用い る。
語末の 一umは ウムと書 く。
イ列工列の音の次のアの音 は,ヤ と書かずに アと書 く。
この3番 目の原則は,必 ず しもつづ りを基準 にしてい るとは言え ないか も
しれ ない。 しか し,同 じ趣 冒の ことが(C)で は次の ように書 かれてい る。
語末 の(i)aはア と書 く。 また,語 末の(y)aは ヤ と書 くが,そ の前が
子音 の ときは アと書 く。(アジア マ ラヤ リビア)
参考 ギ リシア(C)ギ リシャ(SN),ペルシア(C)ペ ルシ ャ(SN)
こク)ように書 き表わせば,や は りつづ りを基準 としたもの とみ なせ るので
あ る。 なお,(C)には他に 「leyはリーと書 き,r御 罷yは レー と書 く」な
ど約20の 原則がある。 これ らに関 しては以下に例だけ をあげてお く。
キ ンパ リー グ レー マ ー レー チ ェンバ レン ホイ ッ トニー
エルサ レム パ ラグアイ シニプ レー アイゼナハ ハ ンプル ク
シ ニ トラウビング ダ ンチ ヒ ライ ンラン ト ワイマール ハ ノーバー
ロアール ス トラスブール マルセイユ ブル ター二ニ ボローニャ
カヤオ サ ンホ セ ア レクサ ン ドロフス ク モスクワ セバ ス トポ リ
これ らの例 で下線 の ところの表記は,要 するに原語 のつ づ りを基準 として
い るわけである。
例外の第2は,表 記の慣用が固定 している ものの扱い 方である。 た とえ
ば,次 の よ うな揚 含の表記が これで ある。
ケ ーキ ブ ラシ ジ ョッキ サ ラダ シチ ュー タオル
この揚合 に原語 の発音 として聞 き取 る音 を基準 とし,「シチュー,タ オル」
を 「ステ ユー,タ ウ=ノレ』 とす る}こは及ばないのであ る。 すなわち,(K〉
に示 され た次の方針が これ であ る。
国語化 した書 き表 わ し方 の慣用 が固定 してい るものは これを採る。
このこ ともまた外来語 の表記 におい て重要な原則の一つであ る。
ところで,慣 用が固定 してい るものの中には,日 本語の 中で同 じよ うな
発音 でも書 き分け られてい るものがあ る。競技の 「バ レーJと 舞 踊の 「バ
レエ」 な どの場合が これであ る。 また,は い って きた経路や時代の違いに
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よ り,同 じ原語 が2様 に表記 され,そ れ ぞれ意義 を異に してい る揚 合 もあ
る。 工事用の 「トロッコ」 と自動 車の 「トラック」 が これ であ る。 こうな
るとす でに2種 類 の表記 が別語 として使 い分け られてい るのであ る。 した
が って,今 さらこれ らを統合す る必要 もないのであ る。
もっ とも,い ろいろの例 について見 ると,中 には 日常 の発音 は 日本蚕化
していて も,表 記 としてはそ うな る前 の形 を保 ってい るものが あ る。
バ ッグ パ ッジ ウオツカ カムチ ャツカ
この腸合,「 バ ッグ」 「バ ッジ」 が とか く 〔バ ック〕 〔バ ッチ〕 と発音 され
るのは,つ まる音 の次にカサ タパ行 の音 の来 るのが 日本語 的 だ か ら で あ
る。「ウオ ツカ」 「カムチャツカ」 の 「ツ」 が 〔ッ〕 に発音 され るのも,こ
うい う位置 の 「ツ」 が 日本語 として は 〔ッ〕 になるか らである。 す なわ
ち・ 日常 の 日本語 の中で聞 く発音 の中には,個 々の音節が 目本語的 になっ
て いるだけでな ぐ,音 節 の続 き方 にお いて も日本語的 になってい るものが
ある。程度 の差 はあって も,同 じこ とが 次の ような語について も言え るの
で ある。
メダル ブロマイ ド チフス オブ ラー ト バ リケー ド ナプキ ン
これ らに関 しては,要 す るに,目 常耳 にす る発音 とその表 記 とが,必 ず し
も対応 しないわけであ る。す なわち,外 来語の表記 も,現 代かなづかいの
場 合 と同 じ く,単 純 に耳で聞 き取 る音だけ を基準 として文字化 するこ とは
で きないのであ る。 そ こにはやは り正書法 としての固定が見 られるものも
あ り,目これ を無視す ることは できないのであ る。
VI発 音の日本語化
外来語の表記に関する解説 としては,こ れで終わって よいのであるが,
関連 してこのような外来語の発音について触れてお く。すなわち,このよ
うにして表記 された外来語をどのように読んだらよいかとい うこ とで あ
る.こ の点で思い合わされるのが,た とえぱ(K)に見 られる次のような区
.別である。
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(1)外国語 とい う感 じをなお多分 に と どめてい るもグ)(オー ソ リテ ィー
フィアンセ)_原 語 のつづ りまたは発音に近い書 き表わ し方 を採 る。
(2)すでに国語 として熟 してい るが,な お外来語 とい う感 じは残 ってい
るもの 〔オ ーバ ー ラジオ〉…その一部分 を国語化 して書 き表 わす。
す なわ ち,こ の よ うな区別が あるな らば,そ の発音のほ うも,当 然それぞ
'れ に応 じて使 い分 け ることになる。 ただ し,結 論 を先に言 うと,い ずれの.
場合 も原語 の発音 を復活 させ るには及 ばないのであ る。
まず(2)のほ うであるが,すで に 日本語の 中に溶 け込 んでいるのであ り,
日本語化 した発音 で さしつか えないのである。 日本語化 した発音 とい うの
は,個 々のかたかなが持つ音価 に従 って 〔オーバー〕〔ラジオ〕と読む こ と
であ り,こ れを 〔オ ー ヴァー〕〔レイデ ィオ〕と発音するには 及 ばない とい
うことであ る。 この ことは,地 名 としての 「イギ リス,ド イ ツ」な どにつ
い ても言 え るのであ る.ま た,人 名 として の 「エジ ソン,レ ン トゲ ン」に
つ いて も同 じであ る、 問題 は(/)のほ うで あるが,こ れ も原語σ)発音 を復
活 させ な くて よいのであ る。 この湯 合は外 国語 とい う感 じを多分に とどめ
ているけれ ども,原 語 の発音 として聞 き取 る音 を基準 として い る の で あ
り,そ の点です でに原語 の発音 か ら離れて いるか らであ る。 しか も個々の
音価が原語 か ら離 れてい るだけでな く,原 譜 にない母音が添加 されて音節
数 がふえ ることに もな る。極端 な場合は,原 語 で1音 節の`spring'が〔ス
プ リング〕と5音 節に もな るのであ る。また,ア クセ ン トも 日本語的 な高
低 アクセン トにな って しま う。す なわち,外 来語 としての 「オ ー ソリテ ィ
つ つ一,フ ィアンセ」は1っ=06ri司胴dse]でな く,〔オー ソリテ ィー〕〔フ ィァ
ンセ〕であ る。
もっ とも,こ の揚合 には普通の 目本語 として用いない 〔テ ィ〕や 〔フィ〕
とい う音節が ある。 この よ うに,外 来語 の音節 の中には特別の.表記 を当て
た ものがあること,す で に見た とお りであ る。
ヴァ ヴィ ヴ ヴェ ヴォ ヴニ イ ニ ウィ ウェ ウォ クァ クィ クェ
クォ シェ チ ニ ツ ァ ッェ ッ ォ テ ィ テユ トゥ フ ァ フィ フニ フォ
フユ グ ア ジェ デ イ デュ ドウ
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これ らに関 してはそれぞれのかな表記 の持 つ音価 に従 うこと,も ちろん で
ある。 この点に関 しては,と くに文部省 「国語科学習指導法(表記編)」に
次 のよ うな注意がある。
外 国語,外 来語 の表記 を読む場合に注意すべ きことは,表 記に忠 実でな
い読みをす ることである。次の ような読みは学力の劣 る者によ く見 られ
る ことであ る。
フィ リヒ。ン・→ フイ リヒ"ン ヒリヒ。ン,フ ァン→ フア ン フワン・
ハ ンデ ィキ ャップ → ハ ンデキ ャップ ハ ンジキャ ップ
中学生になれば,上 のよ うな外来音の発音は できるわ けであるか ら,表
記に従 って正 し く発音 させるよ うに したい。
た だ し,次 の よ うに小文字化 しない書 き方 もあ 凱 このほ うは2音 節に読
む ことになる。
ウイ ウエ ウオ イエ クイ クエ グア
目す なわち,「ウ ィ」 とあれ ば1音 節 に読むべ きでも,「ウイ」 とあれば2音
節 に読 むのである。
なお,関 連 して明 らか にしてお きたい ことが二つ ある。その一つは,原
語 において異なる音であっても同 じ表記 になる湯 合がある とい うことで あ
る。
tracktruck→トラックlightfigh亡→ ライ ト
coatcourt一→コー ト ・bassbusbath→ ノミス
しか し,こ の よ うにかたかな化 されてい る以上,読 む場合 も原語におけ る
発 音の区別 を復活 させる必要はない のである。 も う一 つは逆 に原語におい
て同 じ発音 で あっても異 なる表記にな る場合が あ る とい う こ とで あ る。
`cat[k記亡]'を「キャッ ト」 とし目なが ら`fa亡[r毘trを「ラッ ト」とす るな
どが これで ある。その他,フ ァ行 とハ行 のよ うに,同 じ原 音に対応す る表
記 として2種 類行 なわれているものがある。 この揚合 もそれぞれの形 で表
記 され て しまえば・発音 し分げる ことになる。運 動用語 としてのrフ ォー
ム」は,「 プラッ トホーム」の 「ホーム」と発音 が異なっていていい ので あ
る。 外 国人の場合は とか く原語の発音 を復活 させ る傾 向が あるけれ ども
指導 にあた っては,自 信 をもって 日本語 的に発音 させて さしつかえ ない の
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で ある。
VI1その導き方
以上 で,外 来語の表 記 に関す る解説 を終わるわけであるが,最 後 に外来
語 の表記 を指導す る揚合に問題 となる点 を三つ だけ追加 してお くこ とにす
る。その一つは・「外来語はかたか なで書 く」 とい う原 則であるが・外来語・
であるかそ うでないかの区別が,外 国人に とって案外むずか しい とい うこ
とである。た とえば 「ボ ーイ ・ぼ うや」 「カバ ー ・かば う」 「カ レー ・か ら
い」な ど,日 本 人な らば直観的に 区別で きる範 囲の もので も区別 できない
こ とが ある。それ に もか かわ らず,か たか なで書 くべ き外来語 をひ らが な.
で書 くのは,初 歩 の うちで も好ま し くないのである。ま た,外 来語の 中に
は,日 本語的に活用 させ てい るためにかたか な とひ らが なのまぜ書 きにな
る語が ある。「妾ボる,ダ ブ る,ア ジる」 な どの揚合が これであ る。 この揚
合 には,漢 字に送 りがなをつけ るの と同 じ要領 での送 りが な とい う考え方
が,必 要にな って くるのであ る。
次に,外 来語 はか たか なで書 くけれ ども,外 来語以外 にもかたかなで書
くものがあ るとい うこ とである。す なわち,一 般の漢字かなま じ り文の中
で,次 のような場合 にか たかなが使 われてい る。
(1)音の模写に重 きを置 く場 合_擬 声語(キ ャンキャン),幼児語(オ テ
テ〉,俗語(イ ンチキ),隠語(ネタ),ごろ合わせ(4192ヨイ クニ)
(2)表外字の部分 を代用す る場合…学術用語(ホ ウロウ ナ ッセ ン),動
植物名(ナガス クジ ラ サ トウキビ),病名(ガン カイ ヨウ)
〔3)読みやす くす る場合_バ ネ ネジ カ ッコ キ ッカケ 小鳥にエ を
や る 裏 のガケが くずれた
(4)特別のニ ュア7ス を表わす場合… カンカ ンガ クガ クの論
(5)固有名詞…人名,芸 名,会 社名,商 品名
(6)その他...能のシテ,ワ キ 音楽のハ調,へ 調 型式モハ,サ ハ
このよ うに並べ てみ る と・か たか なの使用 も相 当広範囲に及んでい るこ と
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になる。すなわち,か たかなで書かれているものがすべて外来語だと思わ
せてはならないのである。
そ うして,も う一つ重要なことは,こ れ らかたかな表記の語の中には,
現代かなづかいでな く,外来語の表記に用いるかなづかいが適用されてい
るものもあるというこ』とである。また,一 般の漠字かなまじり文を離れて
考えると,広 く発音やアクセントを示す ときに使われるかなづかいも,外
来語の表記のほ うに近い発音式かなづかいである。そうい う点で,外 来語
の表記に用いるかなづかいは,日本語表記法の体系の中で・現代かなづか
いと対等の位置に立つもう一つのかなづかいだ と言えるのである。したが
って,実 際に教科書に出てくる割合が少ないか らといって,その指導をお
ろそかにしてはならないのである。むしろ・教科書に出て くる割合が少な
いか らこそ,指 導上はとくに注意しなければならないほうのかなづかいだ
と言えるのである。
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